
第 2８2 回 謳粋会の記 
令和 6 年 4 月 11 日（木） １８：３０～ 

４月１日の最高気温は２８℃と夏日であった。

その後ぐずついた寒い日が続いたが、今日は

晴れて最高気温が２０℃と爽やかである。夕方

も１５℃とコートがいらない。東京の桜は昨年よ

り１３日、平年より４日遅く曇時々雨の４月４日に

満開となった。今日も多くの桜の木々は花吹

雪を演じている。 

満開日の４日、米大リーグドジャーズの大谷

翔平選手が開幕９試合目、４１打席目で移籍１号

になるホームランを放った。メジャー７年目で

最も遅い１号アーチであった。 現在は打率３

割３分３厘、ホームラン３本である。 

大谷選手の元通訳：水原一平が賭博の借金返済のため大谷口座から不正に引き出した金額が１６００万ドル（２４億５

０００万円）と明らかになった。驚きの金額である。 

今回のお店は永沼さんご紹介の神田にあるベルギー料理とベルギービールを楽しめる店「シャン・ドゥ・ソ

レイユ」である。人気 No.1 定番メニュー「ベルギー満喫プラン（飲み放題付）」を注文した。料理 7 品とベル

ギービール 3 種類が含まれている。参加者は１6 名、定刻に皆が揃ったのでビールを注文する。ステンレスの

魔法瓶に生ビール 2 種が運ばれてきた。ヴェデット・エクストラホワイト（説明文：爽やかな柑橘香漂うホワイ

トビール）もう一つはデ・コーニング（説明文：香ばしい焙煎香と程よい苦みの褐色アンバーエール）である。最初

の料理、マスタードとピクルスが添えられたベルギー田舎風パテも運

ばれてきた。皆の盃が満たされたので、今回初参加の海野さん（S52

卒）に自己紹介と乾杯をお願いした。ホワイトビールは上品で優しく

軽やかに喉を潤す。宴が始まった。パテの皿が空く頃、温製サラダが

運ばれる。二種類のビールを飲み終えた頃、3 種類目のビール、ステラ・アルトワ（説明文：ベルギー国内で人

気 No.1の爽快ピルスナービール）を注文した。ベルギー名物料理のムール貝の白ワイン蒸しが供された。ムール

貝と一緒にセロリが蒸されている。ほのかな塩味の貝はビールに合う。フライドポテト、牛肉のベルギービー

ル煮込みと続く。白ワイン、赤ワインを頼む人が増えてきた。席を移動する人も出て、歓談は続く。シコンの

ハム巻きクリームグラタンが並ぶ頃には時計が 20 時 30 分を指していた。デザートのワッフル＆バニラアイ

ス、珈琲が出てきたのは 21 時近くとなった。集合写真を撮り終えた時は 21 時 20 分であった。 

参加者（敬称略・順不同）川俣・久松・飯塚・後藤・長戸・高山・安井・一戸・小野・星川・花上・海野・桜井・

永沼・浅野・廣瀬の 16 名  

２８3 回謳粋会は令和 6年 5月 9 日（木）に開催される。               ＜廣瀬記＞ 


